A 警告安をのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、ま 
ちびった使いかたをすると、感電などにより人身事故になること 
びあり危険です。事故を防ぐためになのことを必ずお守りくださ 
い。 

参ま全のためのを意事項を守る 
参故障した！5使わずに、ソニーの相談窓□に相談する 
参万一、異常が起きた！5 


フラッシュが熱くなる 
変なにおい、煙が出た場合は 


〇フラッシュの電源を切 


る。 

♦ 包ソニ-の欄窓□にホ目 
談ずる。 


警告表示の意な 

取扱説明書では、なのよラな表示をしています。表示の内容を 
よく理解してから本文をお読みください。 

I A 等化 I この表示のを意事項を守らないと、火災■感電-事故な 
I 曲胃 n I どにより死 t や大けびなど人身事故になることびありま 
す。 

I A ぐ牛音 I この表示のミち意事項を守5ないと、感電やその他の事故 
1^' 王'忌 I によりけびをしたり周辺の家財に損害を与えたりするこ 
とびあります。 


注意を促ず記号 


A 

感電 


行為を禁止ずる記号 


0 (S) d) 

禁止 分阐禁止接轴禁止 


A 警告 1 

感電 


下記のを意を守 5 ないと、 感電により大けび 
の原因となりまず。 


分解しない 

内部には電圧の高い部分びあり、分解したり 
すると感電の原因となります。 

内部の点検や部品の交換はソニーの相談窓 □ 
にご相談ください。 


分解禁止 


発光部を人の目に近づけて発光させ 
なし、 

強力な光は目を痛める恐れびあります。 


0 

禁止 


発光部を皮膚や物で覆ったまま発光 
させなし、 

义災ややけどの恐れびあります。 


0 


落下などで、外装ケースなどが破損 
したときは、絶対に露出部分に軸れ 
なし、 

感電の原因となることびあります。 


接關禁止 


自動車などの運転中にストロボを操 
作したり、運転ちに向けてスト□ボ 
を発光させない 

交通事故の原因となることびあ0まず。 


0 

禁止 


電池についての安全上のご注意 

漏液、発熱、発火、破裂などを避けるため、下記のことを必ずお守りくだ 
さい。 


か莖化 I •火の中に入れない。ショートさせたり、分解、加熱しな 
い。 

•乾電池は充電しない。 

•指定された種類の電池を使巧する。 

•ちい電池と新しい電池、種類、メーカーの異なる電池は 
一緒に使わないで < ださし、。 

•©と©の向さを正しく入れる。 

•電池を使い切ったとき、長期間使巧しないときは、取り 
出してお<。 

ちし電池の液が漏れたとさは、電池ケース内の漏れた液をよ<ふ 
きとってから、新しい電池を入れてください。万一、液が身体や 
あ服についたとさは、水でよく洗い流して<ださい。 


么を意 


主な仕様 


ガイドナン バー 
推奨距離 
発光回数 
外形寸法 

質量 

付属品 


28相当 
卜 8 m 

200回 m 上 （20 て:にて） 

約 68 X 95 X 92 mm (幅/高さ/契行き) 
(最大突起部は含まず） 

約 190 g 

シュー アダプター （1 個） 

ポーチ （1 個） 

印刷物一式 


本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することびあ0ますび、 
ご了承ください。 


巧証書とアフターサービス 

保註書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの隙お買い上 
ば店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してくだ 
さい。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調テが悪いときはまずチェックを 

この取扱説明書をちラー度ご賣になってお調べください。 

それでち具合の悪いときは 

ソニーの相談窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載巧容に基づいて修理させていただをます。 

くわしくは保証書をご賣ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望によ0有料修理させていただ 
をます。 

部品の保有期間について 

当社ではフラッシュの補修巧性能部品（製品の機能を維持するために必要な 
部品）を、製造打ち切〇楼最低8年間保有しています。この部品保有期間を 
修理可能の期間とさせていただきます。保有期間び経過したあとち、故障箇 
所によっては修理可能の場合びありますので、ソニーの相談窓□にご相談く 
ださい。 

ご相談になるときは、次のことをお知5せくださし、。 

• 品名： HVL - F 1000 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰 


3-868-194-06 (1) 


ffi 用上のご注意 

• 本機は八ンデイカムにはご使巧でさません。 

• POWER スイッチの ON , OFF を連続して行った場含、誤発光ずる場含び 
あります。 

• 温度のおい場所で使用する場合は、常温時に〇で）に比べて発光回数び 
減少したり、充電時間び長くなるなど電池の性能び低下しますので、予 
備の新しい電池を準備されることをおすすめします。ただし、低温のた 
め性能の低下した電池でを常温にちどれば性能は回復します。 

• 40む政上になるような高温の場所に放置した0保管したりしないでくだ 
さし、高温になると内部構造に悪影響びあります。（特に夏季の自動車内 
での置さ忘れにごま意ください。） 


K 障かな？と思った6 

修理にお出しになる前に、わラー度点検してください。それでも正常に動 
作しないときは、ソニーの相談窓□にご相談ください。 


こんなとをは つぎのよラにしてください。 

発光しない -本機か5出ているケーブルび、デジタルスチ 

ルカメラの ACC 端テまたは4 (フラッシュ） 

端テに確実につなびっているか確認してくださ 
い。 

-本機の POWER スイッチび ON になっている 
か確認してくださし、。 

-デジタルスチルカメラにフ□ッピーまたは 
モリースティック"び入っているか確認 
して < ださし、。 

- READY ランプびオレンジ色に点灯していな 
い場合は、本取扱説明書の READY ランプに 
ついてちラー度参照してくださし、。 

. 被写体び明るい場をでデジタルスチルカメラ 
のフラッシュ表示び AUTO (表示無し）およ 
び赤目軽減のとさは発光しません。被写体び日月 
るい場含で発光させたいときは、デジタルスチ 
ルカメラのフラッシュボタンを巧して強制発光 
にしてください。 


SONY* 


フラッシュ 


取扱説明書 

お買い上げいただをありがとラございまず。 

八驾化 I 電気製品は安全のためのミ主意事項を守5ないと、 
火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取 
り扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 
製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつでを見 
5れるところに必ず保管してください。 


HVL-F1000 

Sony Corporation © 2002 Printed in Japan 


特長 

本機はソニー製の ACC 端テまたは 4 (フラッシュ）端テ付きデジタルスチル 
カメラ専用でず。 

暗い場所や、逆光状態でデジタルスチルカメラの撮影をお楽しみいただ 
けます。自動調光機能つをです。 


お手入れ 

フラッシュをデジタルスチルカメラか5取りはずし、柔5かい巧でか5ぶ 
をしてください。汚れびひどいときは、中性洗剤溶液をかし含ませた巧で 
ふいてか5、もう一度か5ぶきしてくださし、シンナ ー 、ベンジン、アル 
コールな どは表面の仕上げを傷めますので使わないでください。 


る部のなまえ 



よくあるお問い合わせ、解ま方法などは 
ホームページをごミち用ください。 


http://www.sony.co.jp/supDort 



I FAX (其ほ）01 20-333-389 受付時因月〜金:9:0□〜20:00 ±.日.祝日:9:00〜17:00 

ソニー株式会社 干1 08-007 日東京都港区港南1 -7- 1 


http : //WWW. Sony, co.jp/ 

この説明書は、ち紙70%政上の再生紙と、 
V 0 C (揮発性有機化合物)ゼ n 植物油型ィ 
ンキを使用しています。 




























































電池の入れかた 

電池はソニー製単3アルカ U 電池4本をご使用ください。それ U ■(かでは正 
甫に動作しないことびあ0まず。 

1 電池蓋を開ける。 

2 電池4本を電池ケース内の表示にしたがって正し 
く入れる。 

3 電池蓋を閉じる。 




。:モ章 

• 電池は必ず4本とち同じ種類のわのをご使用ください。 

• 電池の©©はおず確認して入れてください。誤った入れかたをすると、 
液漏れや破裂の原因とな0ます。 


取り付けかた 


1 フラッシュを、デジタルスチルカメラのアクセヴ 
リーシューに取り付ける。 




2 ケーブルをつなぐ 



ほいかた 


この説明書は、アクセサ U — シュー付きデジタルスチルカメラを例に説明 
しています。おのおののデジタルスチルカメラの操作について、詳しくは 
お手持ちのデジタルスチルカメラの取扱説明書をご覧ください。 

1 デジタルスチルカメラの POWER スイッチをち側 
にず！5して 「 ON 」 にする。 



2 デジタルスチルカメラの PLAY / STILL / MOVIE ス 
イッチを 「 STILU にする。 

(本徽ま PLAY / MOVIE モードでは動作しません。） 



3 デジタルスチルカメラのフラッシュボタンを巧し 
てフラッシュ表示を出ず。 



表示はボタンを押すたびに次の順で変わります。 

AUTO (表示無し）^ホ目軽減〇^強制発光4-*発光禁止® 

4 フラッシュの POWER スイッチを 「 ON 」 にずる。 

本機とデジタルスチルカメラの内蔵フラッシュは同時に使用すること 
びでさません。 



READY ランプ 


• 充電び開始し、 READY ランプとデジタルスチルカメラの FLASH 
ボタンびオレンジ色の点滅になります。充電には1日秒政上かかりま 
す。 

• 発光巧能になると、 READY ランプとデジタルスチルカ方ラの 
FLASH ボタンびオレンジ色の点灯に変わります。 

• 電池び消耗すると充電時間び長くなります。充電開始か5約40秒ま 
でに発光可能にな5ない場合、赤色の点滅にな0ます。電池を新し 
いちのに交換してください。 

5 デジタルスチルカメラを被写体に向け、フォーカ 
スを合わせる。 

6 デジタルスチルカメラのシャッターボタンを軽く 
巧して、画像を確認する。シャッターボタンをさ 



フラッシュびシャッターボタンに連動して発光します。 
シャッターボタンを離すと、フラッシュは再び充電を始めます。 


発光部の回転角度 

• 発光部は下方日-か5、上方90°まで回転します。下方日\日\上方4日\ 
60\ 75\ 90°のク U ック位置でご使用くださし、。 

• 下方日1ま、撮影距離び内のとさに、被写体の下側にフラッシュ光 
び充分に回るよラにずるとき使用します。 




ごごちち 

• 本機の推奨距離は約1〜 8 m です。（無段階自動調光式） 

• 撮影時、本機の調光センサーを指などでかくさないでください。被写体 
との距離びわか5なくなり、光量を調節でさなくなります。 


READY ランプについて 

• オレンジ色の点滅の場合 
充電中です。発光できません。 

• オレンジ色の点巧の場合 

発光します。（デジタルスチルカメラび発光禁止モード、赤目軽減モード 
またはオートモードで被写体び明るい場合は発光しません。） 

• /赤色の早い点滅の場含 

電池び消耗していまず。 

-新しい電池と交換してください。（長い間お使いにならなかった場 
含、最初の充電時間び長くなります。その場合はもう一度 POWER ス 
イッチを ON にしてください。） 

• ホ色の遅い点滅の場台 

デジタルスチルカ方ラとの通信異南です。 

-ケーブルを抜さ差ししてください。 

• READ 丫ランプびつかない場合 （ POWER スイッチ ON ) 

ケーブルび ACC 端テまたは4 (フラッシュ）端テに正しくつなびれていま 
せん。 

-正しくつないでください。 

デジタルスチルカメラの PLAY / STILL / MOVIE スイッチび STiLL モー 
ドになっていません。 

- STILL モードにしてください。 


バウンス撮影 

被写体の背後に壁などびあるときに、発光部を白い天井や壁に向けて発 
光し、反射光によって被写体を照明します。反射光び広い範囲に回り込 
んで被写体を照5すので、被写体や壁に出る影をおさえたソフトな画像 
にすることびでさます。 


パウンスあり バウンスなし 



1 反射面での入射角と反射角が等しくなるよラに発 
光部の角度を巧める。 

撮影距離は、発光部か5反射面と、反射面か5被写体までの含計 
距離にな0ます。 



2デジタルスチルカメラのシャッターボタンを巧ず。 

ごごちち 

• バウンス角度びルさいと、反射光に加え、直接光び被写体に当たり照 
明ムラの原因とな0ます。 

• 反射面は白に近く、反射率の高いわのを選んでください。反射面び白 
政がのとさは正しい発色び得5れません。また、反射率び低いと有効 
距離び短くなりまず。 


ワイドパネルのセツト方ミ去 


ワイドコンバージョンレンズをご使用の場合、ワイドバネルをお使いく 
ださい。ワイドバネルはフラッシュの照射角度を広くします。（ワイドバ 
ネルをセットずると最大光量びお下しまず。） 


1 ワイドパネルをゆっくり 
引を出す。 


2 発光部側に倒し、カチッ 
と音がするまで軽く巧す。 



ワイドパネルを戻すには、逆の手順で行います。 


ワイドパネルび本機か6はずれてし 
まつた時の復帰方ミ去 


2 


ワイドパネル凸凹面を上にして回転軸を穴に差し 
こむ。 


ワイドパネルを押しこむ。 






















































































































































